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保証規定　/　アフターサービス

電源スイッチを入れてもLED、真空管が点灯しない
電源スイッチを入れてLED、真空管は点灯するが音が出ない

外部入力を聴く
　基本操作方法
　ポータブルオーディオまたはBluetoothトランスミッター等で聴く
　CDプレーヤー等で聴く
レコードプレーヤーで聴く

トーンコントロールの調整

5

7

8

9
10
11

スピーカーから異音（ピー、ブー、ブーン）がする
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本機の特徴

　真空管は真空に保たれたガラス管の中で加熱された陰極（マイナス電極）から放出された電子が金属プレート（プラス
電極）に引き寄せられる原理を利用した電子デバイスです。増幅作用、整流作用、検波作用などが主な働きであり、トラン
ジスタが発明され実用化されるまでは電子機器を構成する部品の中心的存在でした。真空管が発明されたことでラジオ
やテレビ、電話回線などが次々に発明され、今の生活の基礎を作ったといっても過言ではありません。昔、ブラウン管テ
レビの背面の隙間からオレンジ色に微かに光るブラウン管の電子銃の灯り（陰極）を覗き込んだ経験がある方もいらっ
しゃるのではないでしょうか。今はもう見かけることも少なくなったブラウン管テレビのブラウン管も真空管です。
　真空管の起源をたどれば、19 世紀エジソンの炭素電球の発明までさかのぼりますが、真空管そのものは、20 世紀はじ
め、フレミング（イギリス）が発明した 2極真空管（2極管）で、その後すぐにド・フォーレ（米国）が 3極真空管（三極管）
を発明し、真空管が電子デバイスの中心的存在になったのです。その後用途に応じて多極管（4極管や 5極管など）や検
波作用と増幅作用を同時に持つスーパーヘテロダイン管などが次々と発明されました。真空管全盛の時代です。
　1960 年代後半になると、半導体素子と呼ばれる材料が発見され、真空管とほとんど同じ作用を持つ、小さくて安価で
電気的特性に優れたトランジスタが電子デバイスの中心に取って代わります。現在ではそれらの半導体素子を数ミリの
中に数万、数十万個も集積させた IC や LSI が主流となり、携帯型オーディオ機器や一昔前のスーパーコンピュータ以上
の機能を持つノートパソコンが手軽に手に入るようになったのです。
　当社も含め、各電気メーカーはコスト（低価格化）、集積度（軽薄短小）、量産化（マスプロダクション）に都合がいい部品
を使い、物理的な電気的特性を競っています。しかし、人間の感性は奥深く、物理的な測定値で全てが割り切れるわけで
はないことも本当は知っているのです。
　ここで半導体か真空管かというような過去の論争を繰り返すつもりはありません。当然、電気的特性を見たとき間違
いなく半導体に分があるのは誰の目にも明らかですが、人間の感性を対象にしたとき、用途によっては真空管にも大き
なメリットがあることも事実だと考えます。

真空管について

Class A Amplifier＝A級アンプ
A級アンプはスイッチング歪みの影響を受けない、繊細で高品位なサウンドクオリティが得られるという
評価が定着しています。

Pentode Connection＝5極管接続
真空管には、様々な種類がありますが、本機では、双3極管（12AX7･他、2個の3極管が内蔵されている）と、
5極管（6BQ5･他）の二本の真空管を採用しています。本機では、この真空管本来の5極管接続でＡ級アンプを
構成していますが、むやみに出力アップを計るのではなく、多少出力を犠牲にしても音質重視の設計を行って
います。

Cathode Negative Feedback＝カソード負帰還回路

Single Amplifier＝シングルアンプ
スピーカーを駆動するためのパワー段の増幅回路で、一つの真空管でドライブするアンプのことをシングル
アンプと言います。このようなアンプの分類でいうと、シングル、パラシングル(シングルの一種)、プッシュ
プルなどがあります。

負帰還＝Negative Feedback(NFB)回路とは、増幅回路の出力の一部を逆位相で入力回路に戻すしくみで、歪
や、周波数特性などを向上させる回路テクニックで、現在のオーディオアンプで一般的に採用されています。
本機でも、この負帰還を利用していますが、帰還量を最小限に押さえた音作りがなされています。

本機の特徴



アフターサービス

本製品の保証期間は、新品で購入された製品であり、ご購入日から1 年間です。
本製品を保証期間内に取扱説明書等の注意書きにしたがった正常な使用状態で故障した場合に限り、無償で
修理もしくは当社の判断による製品交換の範囲に限らせていただきます。
次にあげる場合には、保証期間内でも本保証の対象外となります。
1）取扱上の不注意、誤用による故障および損傷の場合。
2）お客様による輸送・移動時の落下、衝撃などによる故障、破損の場合。
3）当社および当社が指定する機関以外の第三者ならびにお客様による改造、分解、修理により故障した
場合。
4）火災・地震・水害等の天災地変および異常電圧による故障・損傷の場合。
5）通常想定される使用環境の範囲を超える温度、湿度、振動等により故障した場合。
6）本製品と接続した他の機器に起因して本製品に生じた故障の場合。
7）譲渡や中古販売、オークション、転売などでご購入された場合。
8）識別ラベル、シリアル番号、または安全ラベルが除去または変更された場合。
9）製品購入日（保証開始日）と販売店が分かる書類（レシート・納品書等）のご提示がない場合。
本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の損害については当社はその責を負わないものと
します。
消耗・摩耗した部品、その他の付属品及び本製品に接続したソフトウェアやデータなどは保証いたしかねま
す。
修理ご依頼品を郵送、またはご持参される場合の諸費用は、お客様のご負担となります。
本保証は日本国内においてのみ（本製品が日本国内で購入され、日本国内で使用された場合においてのみ）
有効です。
This Warranty only applies to Products purchased and used in Japan.

1、
2、

3、

4、

5、

6、
7、

保 証 規 定 For Japan Only

● お買い上げ製品のシリアル番号をお確かめの上、
    下記の欄にご記入ください。

ホームページのサポートページには
よくある質問（FAQ）などが掲載されて
います。https://soundwarrior.jp/support/

シリアル番号

保証期間：ご購入日より 1年
型番：SWL-AA1

サポート

お問い合わせ

製品についてのご相談や修理のご依頼は、お買い上げの販売店にご相談ください。お困りの場合は公式サイトからメール
をお送りいただくか、またはお電話でお問い合わせください。
■メールでのお問い合わせ　  htpps://soundwarrior.jp/contact/ 　
■お問い合わせ窓口(城下工業）　TEL: 03-6801-5355　平日10時～17時 （土日祝祭日を除く）
1、保証期間中の修理をご希望の際は、製品購入日がわかる書類（レシートや領収書）をご提示の上、下記の
事項を添えてお買い上げの販売店にご依頼ください。 ● 型番、シリアル番号（上記イラストを参照）、氏名、
電話番号、住所、メールアドレス、故障状況とご使用の環境
2、保証期間が過ぎ修理が可能な場合は、有償にて承ります。お買い上げの販売店へご相談ください。

シリアル番号ラベル：本体背面の左側
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18QA0347CN
Printed in Japan

〒386-0015　長野県上田市常入 1-1-58
製造元

https://soundwarrior.jp/
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